
福島第 1原子力発電所の事故に対する不安要因、不安を感じない理由 

 

図 2 不安を感じている人の不安要因（複数選択）                図 3 不安を感じていない人の不安を感じない理由（複数選択）

 

注：1) 図 2は、図1の福島第1原子力発電所の事故に対して不安を感じているかを聞いている問いで、「非常に不安である」又は「どちらかと言うと不安である」を選んだ人に対

して、「福島第１原子力発電所の事故に関して、あなたはどのようなことに対して不安を感じていますか。以下の選択肢の中からいくつでもお選びください。」と聞いている。 

  2) 図 3 は図 2 と同様に、図 1 の問いで「どちらかというと不安でない」又は「全く不安でない」を選んだ人に対して、「福島第１原子力発電所の事故に関して、あなたが不安を

感じない理由について、以下の選択肢から該当する理由をいくつでもお選びください。」と聞いている。 
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放射能・放射性物質による身体

への影響が分からないこと

事故の情報が十分得られていな

いこと

事故がいつ収束するのか分から

ないこと

同じような事故がまた起きるので

はないかということ

水道水や食材の安全性

日本の経済活動が停滞すること

電力不足

今後の生活が成り立つかどうか

ということ
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今後の生活に不安を感じて

いないため

放射能・放射性物質による

身体への影響の有無が分

かってきたため

自分の経済活動に対する

影響は生じていないため

居住地域での電力不足に

対する心配がないため

事故がこれ以上悪化しない

と考えられるため

水道水や食材の安全性が

確保されていると考えられ

るため

事故に関する情報が十分

に得られているため

今後このような事故が起き

ることはないと思われるた

め


